
1994年 出上の木簡

奈
良
・平
城
京
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

一
・
一
一　
奈
良
市
菅
原
町
、
三
　
同
市
三
条
栄
町
、
四

同
市
柏
木
町
、
五
　
同
市
青
野
町
、
六
　
同
市
大
宮
町
三

丁
目

一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―
九
月
、
二
　

一
九
九

四
年
六
月
１

一
九
九
二
年

三
月
、
三
　

一
九
九
四
年

一
〇
月
―

一
二
月
、

四

一
九
九
四
年

一
一
月
―

一

二
月
、
五
　

一
九
九
四
年

一
二
月
―

一
九
九
五
年
三

月
、
六
　
一
九
九
五
年

一

月
―
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教

育
委
員
会

・
奈
良
市
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　

中
井

公

・
久
保
邦
江

。
原
田
憲

二
郎
、
三
　
中
井
　
公

・



鐘
方
正
樹

・
久
保
邦
江

・
原
田
憲
二
郎

・
久
保
清
子
、
三

松
浦
五
輪
美
、
四
　
エユ
石
堅
志
、
工
　
中
井
　
公

。
原
田

憲
二
郎
、
大
　
篠
原
豊

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
四
年
度
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
で
は
平
城
京
内
に
お
い
て
、
三
二
件

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
う
ち
六
件
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。

一　
第
二
九
二
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
十
一
坪
）

こ
の
調
査
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
二

カ
所
の
発
掘
区
を
設
定
し
て
実
施
し
た
。
発
掘
面
積
は
計
三
三
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
古
墳
時
代
中
期
の
溝

一
条
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

一

九
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
井
戸
五
基
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
井
戸

三
基
、
土
坑
が
あ
る
。
木
簡
は
平
安
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
七
井
戸
枠
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

一
一　
第
三

一
〇
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
三
二
ハ坪
）

こ
の
調
査
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
三

カ
所
の
発
掘
区
を
設
定
し
て
実
施
し
た
。
発
掘
面
積
は
計
五

一
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
古
墳
時
代
の
溝
、
古
墳
、
奈
良
時
代
の
三

・
六
坪
坪
境
小

路
と
そ
の
両
側
溝
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
塀

。
建
物

一
五
〇
棟
以
上
、
井
戸
二
五
基
、
土
器
埋
納
坑
三
基
な
ど
が
あ
る
が
、
現
在
遺

物
整
理
中
で
あ
る
た
め
、
そ
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
木
簡
は
奈
良
時
代
前
半

の
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
入
井
戸
枠
内
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

〓
一　
第
二

一
四
次
調
査

（平
城
京
左
京
四
条
三
坊
十
坪
）

こ
の
調
査
は
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
発
掘
面
積
は

一
一
七
八
ポ
あ

Ｚや
。検

出
遺
構
に
は
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
井
戸

三
基
、
土
坑
七
基
、
滞
九
条
と
東
堀
河
（Ｓ
Ｄ
一
一上０
が
あ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
二
六

は
平
城
京
内
で
確
認
さ
れ
た
東
堀
河
の
北
限
で
あ
る
。
木
簡
は
奈
良
時
代
の
井

戸
Ｓ
Ｅ
〇
七
井
戸
枠
内
か
ら
二
点
、
東
堀
河
（Ｓ
Ｄ
一
一工０
か
ら
三
点
出
土
し
た
。

四
　
第
三

一
六
次
調
査

（平
城
京
左
京
五
条
一
坊
十
五
坪
）

こ
の
調
査
は
、
住
宅
展
示
場
造
成
に
伴
う
も
の
で
、
発
掘
面
積
は
三
六
〇
ポ

あ
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
奈
良
時
代
の
東

一
坊
大
路
と
そ
の
西
側
溝
、
築
地
、
雨
落

溝
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
土
坑
が
あ
る
。
木
簡
は
東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

二
か
ら
九
点
出
土
し
た
。

五
　
第
三

一
七
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
十
坪
）

こ
の
調
査
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
発

掘
面
積
は

一
三
〇
〇
♂
で
あ
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
奈
良
時
代
の
二
条
条
間
路
と
そ
の
両
側
溝
、
掘
立
柱
建
物

九
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
井
戸
三
基
が
あ
る
。
木
簡
は
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

五
〇

一
の
井
戸
枠
内
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
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エハ
　
第
三
二
〇
次
調
査

（平
城
京
左
京
三
条
四
坊
七
坪
）

こ
の
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
発
掘
面
積
は
四
五
〇
ド
あ

Ｚ
や
。

②
①
と
も
に
奈
良
時
代
前
半
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
。
②
は
二
文
字
程

度
の
墨
書
が
あ
る
。
①
は
板
小
片
に
薄
く
墨
書
が
残
る
。

〓
一　
第
三

一
四
次
調
査

（平
城
京
左
京
四
条
三
坊
十
坪
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
七

□  日
□

企

じ

×

含

じ

×

ω
　

ｏ
鐵

金

ｅ

×

含

ｅ

×

Ｐ
　

ｏ
盟

ω
⑤
は
奈
良
時
代
前
半
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
。
共
に
墨
書
ら
し
き
も

の
が
あ
る
が
、
削
ら
れ
た
た
め
か
判
読
で
き
な
い
。

東
堀
河
Ｓ
Ｄ
二
六

０
　
背
臨
諜
酌
ゎ針
日
回
□
□
□
圭市酪
訂
Ｎ
∞
Φ
×
］
ｏ
×
∞
　
ｏ
∞
］

⑦

　

＜
日

□
君
万
呂
日

□
　
　
　
　
　
　
（いこ
×
§
）益

寓
Φ

同

□

（
Ｐ
∞
〇
）
×

含
『
）
×
枷
　
ｏ
∞
Ｐ

０
は
付
札
で
山
背
国
相
楽
郡
水
泉
郷

（『和
名
抄
し

か
ら
の
も
の
か
。
同
郷

は

『続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
十
二
月
乙
未
条
に
は

「出
水
郷
」
と
見
え
る
。
上

端
は
二
次
的
切
断
、
下
部
の
切
り
欠
き
よ
り
下
は

「請
」
の
文
字
を
習
書
す
る
。

⑦
は
木
簡
の
中
央
に

「君
万
呂
」
と
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
上
下
を

検
出
遺
構
に
は
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸

る
。
木
簡
は
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇

一
の
井
戸
枠
内
か
ら

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

第
二
九
二
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
十

一
坪
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
五
０
七

い
　
。
「菅
原
寺
」
（曲
物
底
板
外
面
）

［
菅
　
寺
ヵ
〕

。
「□
原
□
」
（曲
物
側
板
外
面
）

①
は
、
平
安
時
代
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
円
形
由
物
容
器
で
、
外
面
の

ニ
カ
所
に
墨
書
が
あ
る
。
底
板

（厚
さ
八
∪

外
面
に
は

「菅
原
寺
」
と
記
す
。

曲
物
側
板
に
は
三
文
字
の
墨
書

（図
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
）
が
等
間
隔
に
あ
る
。
側
板

の
上
半
を
欠
損
す
る
た
め

「原
」
以
外
の
二
文
字
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
底
板

と
同
じ
よ
う
に

「菅
原
寺
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
一　
第
三

一
〇
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
三
二
ハ坪
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
人

②
　
一日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

□

（卜
ｏ
）
×
（⇔
）
×
（
］
）

ｏ
∞
Ｐ

基
、
土
抗
が
あ

点
出
土
し
た
。

朝
蔵
Ｓ
∞
×
報
酎
金
じ
　
⇔盆



―
―
―
―
ど
迎
用
Ｊ
¶
，　
　
　
　
ｒ‐ｐ
μ
′
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　ヽ
　
　
　
　
　
　
‐‐
‐
ｈ
四
ド
‐
ヽ

Ｐ
夕

　

　

　

　

・象
ン

　

ど
手
が
電
，
　
　
１
１
・１

む奪
・

】

渭

郷

Ｆ

　

　

　

　

　

　

，

ｉ

４

　

，

　

　

　

、

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｔ

　

　

　

　

　

　

　

阻

畔

ｒ

卜
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判
読
で
き
な
い
た
め
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
③
は
片
面
に
薄
い
墨
書
が
あ
る
が

判
読
で
き
な
い
。

四
　
第
三

一
六
次
調
査

（平
城
京
左
京
五
条
一
坊
十
五
坪
）

東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
二

⑪

　

日

□

□
□
□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（懸
）Ｘ
９）益

ｏ留

０
は
細
長
い
棒
状
の

一
面
に
墨
書
が
良
く
残
る
。
判
読
で
き
な
い
が
下
の
二

文
字
は
同
じ
文
字
で
あ
る
。
西
側
濤
か
ら
は
こ
の
他
に
削
婿
が
入
点
出
上
し
た

が
、
い
ず
れ
も
小
片
で
判
読
で
き
な
い
。

五
　
第
三

一
七
次
調
査

（平
城
京
右
京
二
条
三
坊
十
坪
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
五
０
一

⑩
「囃
ぎ
忍
忍

・
□
□
忍
□
□

を
習
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑪
は
片
面
に
四
文
字
、
も
う

一
面
に

一
文

字
の
墨
書
が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
⑩
⑪
は
材
質
と
調
整
か
ら
み
て
同

一
個

体
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
他
に
墨
書
が
あ
る
独
楽
が

一
点
出
土
し
た
。
上
面

と
側
面
に
墨
書
が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

エハ
　
第
三
二
〇
次
調
査

（平
城
京
左
京
三
条
四
坊
七
坪
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
一

⑫

　

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（亀
Ｉ
ｅ
ｗ
］
霞

奈
良
時
代
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
。
ほ
ぼ
四
片
に
割
れ
た
薄
板
の
片
面

に
五
文
字
の
墨
書
が
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
六
年

度
』
盆

九
九
五
年
）

（篠
原
豊
３

日

回

⑪
　
・
□
□
□
□

・
□

と
も
に
奈
良
時
代
後
半
の
井
戸
枠
内
か
ら
出
上
し
た
。
⑩
は
表
裏
に

「忍
」

（
∞
∞
）
×

（
］
ｏ
）
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
］
∞
）
×

（
］
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
い




